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１．法人の概要 

 

■ 法人本部の所在地    

〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島３－１２－１９ 

 

■ 設置する学校・学科等 

◇ 大阪アミューズメントメディア専門学校 

【所在地】 〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島３－１２－１９ 

 

■当該学校・設置学科の学生数規模、令和７年度在籍学生数（５月１日時点） 

 

 学科 1年生 2年生 在籍数 

工業専門課程 

ゲームクリエイター学科 15 18 33 

ゲームプログラマー学科 22 32 54 

ゲーム・アニメ３ＤＣＧ学科 25 32 57 

文化・教養専門課程 

動画・配信クリエイター学科 25 26 51 

アニメーション学科 45 41 86 

キャラクターデザイン学科 63 74 137 

マンガイラスト学科 19 23 42 

ノベルス文芸学科 25 30 55 

声優学科 132 116 248 

 計 371 392 763 

 

 

 

２．大阪アミューズメントメディア専門学校 事業報告 

 

（１）学校運営状況 

 

令和７年度においても、建学の精神である「産学共同・現場実践教育」に基

づき、即戦力となる人材の育成に取り組んだ。在籍学生数は令和６年度の７９

２名から減少となったが、カリキュラム編成および教員配置に大きな滞りはな

く、引き続き質の高い教育環境の維持に努めた。 

 



（２）教育運営状況 

 

① 生成ＡＩへの対応 

 

令和７年度は各学科において最新のＡＩ技術を活用した教育実践を推進

した。引き続き急速に変化するＡＩ技術への対応力を高め、学生が目指す業

界への就職・デビューへと繋がる教育環境の整備を推し進めていく。 

 

② 留学生受け入れ体制の構築 

 

令和６年度に初めて受け入れた留学生５名については、退学１名（体調不

良による）を除く４名が進級し、令和７年度に就職・デビュー活動へと臨ん

だ。教務部・学科担任・キャリアセンターが連携したサポート体制のもと、

留学生の就職支援を実施したが、４名とも卒業までに希望する分野への就職

がかなわず、卒業後も継続してサポートを行っている。留学生に対する進路

指導については一定の課題が残る形となった。 

また、令和７年度においては新たに留学生７名を受け入れ、退学１名（進

路変更のため）を除く６名が進級している。前年度、本年度の経験を通じて、

留学生への支援内容の充実を図るため、学内に国際交流課を設置することを

決め、令和８年度より稼働となった。 

 

③ 単位制移行への対応 

 

令和８年４月の改正学校教育法施行に向け、時間制から単位制への移行準

備を計画に沿って進めた。学則や規程の検討および見直しを行い、整備を着

実に推進した。 

 

④ 諸会議・委員会の整理 

学内における各種会議については、効率的で実効性の高い運営を目指した

整理・見直しを実施した。学外委員を招いての諸委員会については、委員の

任期切れなどに伴い、再任・新任を行った。 

 

 

（３）令和７年度の学生募集活動（令和８年度生募集）について 

 

① 広報学生募集方針について 



 

令和７年度の学生募集活動（令和８年度生募集）は、少子化の進行と大学全

入時代の到来、ならびにゲーム・ＣＧ系および美術・イラスト系分野における

大学・四年制専門学校との競争激化、声優ジャンル全体の需要減という厳しい

環境下で展開された。 

こうした環境に対し、広報関連の外部業者を見直し、卒業生や業界関係者と

の連携強化、高校・ガイダンス業者との関係強化などの対策を行った。これら

の施策を通じて令和８年度生の定員充足率向上を目指したが、入学者数は３６

３名（令和７年度生）から３４７名（令和８年度生）へ減少した。 

 

②  日本語学科の設置について 

 

令和７年度は、令和９年度４月開講を目指した日本語学科設置の準備を本格

的に開始した。令和８年４月より文部科学省への事前相談が開始され、認定申

請が進行中となっている。 

 

③ ４年制学科導入の検討 

 

ゲーム・ＩＴ分野を優先的な検討対象として進める方針に沿って、４年制学

科である「ゲーム総合学科（プログラマー専攻、企画専攻、ＡＩ／ＩＴ専攻）」

を令和９年度設置予定である。令和９年度学則変更として、令和７年度に大阪

府に新設の届け出を行い受理されている。現在、学生募集が進行中となってい

る。 

 

④ 中・長期における学生募集施策の検討 

 

通信制学科の可能性および大学併修制度・大学編入制度の導入については、

引き続き調査・検討を継続している。 

 

⑤  職業実践専門課程について 

 

本年度においても、令和６年度に認定を取得したゲームクリエイター学科、

ゲームプログラマー学科、ゲーム・アニメ３ＤＣＧ学科（現：ＣＧ学科）、ア

ニメーション学科、キャラクターデザイン学科、声優学科の６学科における職

業実践専門課程の運営を継続した。 

外国人留学生キャリア形成促進プログラムについては、令和８年３月に、ゲ



ームクリエイター学科、ＣＧ学科、アニメーション学科、キャラクターデザイ

ン学科が認定を受けた。 

厚生労働省の教育訓練給付金については令和８年４月より、ゲームクリエイ

ター学科、ゲームプログラマー学科、ＣＧ学科が指定講座に認定された。 

 

動画・配信クリエイター学科、ノベルス文芸学科については、令和９年度生

の募集を停止し将来的に廃学科の予定となったため、令和９年度認定申請を目

標とした準備を中止した。 

 

 

（４） 東京アミューズメントメディア専門学校の設置について 

  

令和１０年度４月開校を目標に、東京アミューズメントメディア専門学校の

設置（東京で収益事業として運営しているアミューズメントメディア総合学院

の専修学校化）に向けた準備を継続した。校地・校舎について、施設改修・整

備計画の策定を進めるとともに、設置認可申請書類を渋谷区・東京都へ提出し

た。 

令和８年５月現在、東京都私立学校審議会での審議に向けて準備が進められ

ている。令和８年度も、引き続き準備を進めていく。 

 

以上。 


